
１．適用工種

日本海に面した突堤外海側に、消波ブロック８t

型を製作し、突堤上から据付を行うものである。据

付数量等は下記のとおりである。

２．問題点

ブロック製作

� 消波ブロック製作場所が、突堤近くの砂浜が指

定なので、コンクリート等資材の搬入には、敷鉄

板等による仮設道路及び作業ヤードが必要である。

� 現場周辺は観光地であり、平日でも車の往来が

激しい。また道幅も狭く、大型車両がすれ違えな

い所が何箇所もある。

据 付

� 当該現場地域は、波浪が厳しい箇所と知られて

おり、据付時の工期短縮が必要とされる。

� 突堤上からの据付を考慮すると、作業半径２０～

２５mが必要なので、１００t吊りクラスのクレーン

が必要になる。

� 突堤天端幅は４mしかなく、仮設作業ヤード

が必要になる。また突堤上に敷鉄板等の養生が必

要になる（約３６０m）。
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３．工夫・改善点

据付方法の変更

前項の問題点から陸上据付を海上からできないか

を考察した。

クレーン付台船の使用にあたり、現場周辺及び進

入航路の水深測量を行い、全域にわたり４m以上

あることを確認した。結果、陸上据付のクレーン付

台船（１５０t吊）を使用し、海上据付に変更した。

また、これに伴いブロック製作場所を積み出し港に

近い、好条件の場所に変更した。

４．効果

ブロック製作

� 良好なヤードを使用したことにより敷鉄板等の

仮設材が不要になる。

� 地元交通量の増大を防ぎ、住民、観光客、釣り

客の事故防止に努めた。

据 付

� クレーン付台船の使用により、荷積海上運搬、

据付の一連作業が一日で可能であり、据付作業を

二日で終了した。これにより、波の穏やかな好条

件での施工ができ、波浪による重機、作業員の事

故等もなく、安全に施工できた。

� １００t吊りクラスの陸上クレーンは不要になる。

� 突堤天端上の敷鉄板等の仮設材は不要になる。

５．適用条件、留意点

今回の施工方法の変更は、ブロック製作場所並び

に据付場所が悪条件な為の変更であり条件が良けれ

ば、陸上からの施工がコスト及び安全面で有利であ

る。

船舶の使用にあたり、水深の確保は絶対条件であ

り、また近くに積み出しの出来る港が無ければ不可

能である。

その地方の気象条件にも留意し、冬期間の施工は

難しい。
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